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海軍兵学校から京都大学へ
　

　三浦武雄氏は，1926 年 10 月 1 日に京都に生まれた．父親は蚕種関係

のリーダーでその人工孵化を研究して農学博士の学位を取り，日本の生

糸の文化を初めから作った．学者であった父親の生活が大きな刺激とな

り，同氏はその影響を非常に受けた．小学校時代の先生からも非常に影

響を受け，中学は，新島襄氏が創立した同志社中学に入学したことが非

常によかったという．当時太平洋戦争の真珠湾攻撃があったが，そのこ

ろから大学時代までを三浦氏は次のように回顧している．

　「太平洋戦争で九軍神が大勝利を上げました．しかし大きな犠牲があ

ったということで軍神という名前が出て，それに感激して海軍に行きた

くなったのです．当時の海軍兵学校というのはものすごく厳しかったで

すが，念願の兵学校に入校でき，私の性格，生き方は大きく変わったの

です．併せて日立製作所における創業の理念とあい通じるところがあり，

私の人生の支柱となったわけです．

　次に大学時代というのがあります．終戦の 1945 年（昭和 20 年）8月

に帰ると同時にみんなばらばらになったのですが，海軍兵学校だけは

臨時休暇で終戦じゃないのです．その後復員局から連絡があって，10

月に卒業すると同時に『次の世代のために頑張ってくれ．何としても大

学へ行け』というすすめがあり，京都大学の電気を受けて入学しました．
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電気というのは圧倒的に難しく，さらに昔の軍人には

入学に 1割制限というのがあって大変でした．

　大学に進んでよかったことは有名な先生に出会えた

ことです．尊敬する加藤信義先生は日本に最初に電子

工学科を京都大学につくった方で，『研究みたいなこ

とをしたいのなら，俺の研究室に入って実験でもやっ

たら』と言われ，マイクロウェーブ領域における誘電

体損失計測の研究をやったのですね．次に，林千博先

生．これも世界的に有名な大先生で，学士院賞の恩賜

賞をもらった非線形理論の世界的科学者です．この方

が非線形を解こうとすると，アナログコンピュータが

絶対必要不可欠だと自ら開発を行われました．加藤先

生が退任するときに，林千博先生を紹介していただき，

学位は 1959 年に林先生からもらいました．」

　

日立製作所での半生

アナログコンピュータの開発
　三浦氏は 1949 年に日立製作所に入社した．初めは

亀戸工場で誘導電動機の設計を行い，1950 年 3 月中

央研究所へ転勤後は，電子顕微鏡の安定電源開発を行

った．1 万分の 1 の安定度が要求されたが，過渡現象

があるので制御という考え方が必要で , ネガティブフ

ィードバックを勉強したという．海外では制御や飛行

機のシミュレーションにアナログコンピュータが使わ

れ始めていた．当時の状況を同氏は次のように述べて

いる．

　「制御のためにはどうしてもアナログコンピュータ

がほしいと思い，自分なりに簡単な直流増幅器を組み

立てました．まず 2次微分方程式を解き電磁オシロ

でデータを見ると，ある程度の可能性を見つけたので

す．当時津田塾大学数学卒の女性が僕のところに手伝

いに来ていて，『三浦さん，何か動いてるよ．雑音だ

らけだけど，微分方程式がちゃんと解けている』と言

うのですね．これがアナコンの第一歩でした．

　そうこうしているうちに，MIT の Macnee が，交流

増幅器型の直流増幅器を使ってやったという話があっ

て，『これはすごいのがあるな』と思っていました．東

京大学の野村民也先生が同じようなことをやっている

と聞いて，早速そこへ行ったところまさにMacnee の

交流増幅器を使ってやっていたものですから，そのつ

くり方を習ってつくったのが始まりです．1951 年に

まず交流増幅器を使った繰返し型のアナログコンピュ

ータの研究を始め，1953 年に 14 階の非線形方程式

用の繰返し型のコンピュータを開発しました．これは

日本第 1号です．

　今まで制御で苦労していたフィードバック理論で何

とかやっていたのを，制御の分野で出てきた伝達関数

という考え方と，アナログコンピュータと一緒に組み

合わせてやると，どんどん制御の問題が解けるわけで

す．そしていろんなところから作ってほしいと要望が

来たので，まずは中央研究所の中で作りました．第 1

号機は今の防衛庁納入のもので，茨城地区の日立研究

所で制御シミュレーション用の大きなコンピュータを

作りました．1955 年以降は日立電子で製品にしまし

た．その後，小型のポータブルアナログコンピュータ

をつくりました．伝達関数をボタンで全部設定し，ブ

ラウン管で答えを見るんです．それをブラッセル国際

見本市に出品しグランプリ金賞をもらいました．」

高精度積分コンデンサの発見
　繰返しアナログコンピュータは便利で種々のシミュ

レーションに使われたが，精度がせいぜい 1％しか出

なかった．そこで三浦氏は直流増幅器を使ったコン

ピュータを作るためにその研究を始めた．精度 0.01%

図 -1　日立製作所中央研究所が開発した繰返し型アナログ計算機
	 出典）三浦・沼倉 ：日立アナログ計算機とその展望，
	 　　　『日立評論』 別冊第 27 号，p.52 (1958).
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の高精度アナログコンピュータの開発で，三浦氏は高

精度積分コンデンサを発見した．これはポリエチレン

のコンデンサで，それを使うとコンデンサの吸収現象

がある．微分方程式を解いていくと，永久的にずっと

発信波形が出ないといけないところ，これが減衰しど

のぐらいサインウェーブが続くかということで精度が

分かる．これにより同氏は高精度のコンデンサを発見

した．ポリエチレンコンデンサは当時なかったので，

日立コンデンサに製造を依頼した．当時は非常に評判

になり，IRE に論文を発表した．Cole-Cole の理論を

適用することによって初めて性能が分かるようなコン

デンサで，この論文はアメリカでも評価され，ロシア

語にも翻訳された．日本の学会にも発表し論文賞を受

賞した．三浦氏が一番誇れるのが，この積分コンデン

サの発見とのことだった．

特許登録と幻の CCD 特許
　三浦氏は特許について次のように語っている．

　「新しいものに挑戦するときの僕の哲学とは，まず

ナンバー 1を目標にしようと．それから，事業化とい

うことが一番大事なことだと．もともと会社に入った

のは，『事業をするのだ．そのためにいかに市場に先

行するか』ということを哲学にしていたからです．そ

のために大事なことは，エンドユーザとの会話を中心

としたニーズの把握だということです．それから，独

自性のあるトップ技術の駆使が大切です．そしてその

内容を国内ならびに海外にどんどん発表する．

　その次に特許の取得ということです．僕は必ず何か

やると特許を取れということを言いました．僕の出し

た登録されている特許を調べたら 195 件ありました．

僕の名前のついている特許の中で重要なものが 2つ

あり，1つは非線形制御です．僕のは実践的なもので

す．コントロールで大事なことは，いかにレスポンス

よく制御ができるかということです．アンダーダンピ

ングにしておいて，ある設定値にくるとオーバーダン

ピングにするということで制御をパッと切り替えるん

です．これはまさに非線形制御そのものなのです．ア

ナログコンピュータというのは，リミッタというのを

使えば簡単にこれが実現できるのです．ダイオードが

ない時代ですから，継電器と 2極管で実現するとい

う特許なので，原理は良かったものの実際には使われ

ませんでした．これは残念無念なことでした．非線形

制御については，ソフトで通る時代であったらきわめ

て革新的なものだったと思います．

　それからもう 1つはまさに CCD（Charge-Coupled 

Device）なのです．アナログコンピュータで時間遅れ

をリアルタイムシミュレーションするのですが，その

ときにここで起こった現象をこのままの波形で残して

次に出すわけです．時間を遅らせて発生する装置とい

う名前で特許を出しているのですが，CCD はストレ

ージキャパシタを使った同じような目的のものですね．

しかも私の時代はダイオードがない時代でしょう．普

通のコンデンサと 2極管でスイッチですよ．これで

は CCDに対してはだめですよ．原理はまったく同じ

です．このアイディアは戦争中にあった水を運ぶバケ

ツリレーからです．あれがそのまま最近の半導体テク

ノロジーの CCDですよ．考え方はまったく同じなの

で，非常に残念な特許です．

　先端研究開発への貢献ということで大きいものの

1つは理論経済学．Goodwin の理論というのがあり

ます．経済の動向というのは，非線形になるので解け

んと困っておったのですが，東北大学の安井琢磨先生

が，『三浦さんのところに行くとアナログコンピュー

タというのがあって，それでやると解けそうだ』とい

うのでお見えになり，解いたらもう，えらい感激です

よ．」

　

我が国初の高層ビル建築を実現
　三浦氏が次に手がけたのは高層建築，霞が関ビル設

計への適用であった．この設計に使われたアナログ

コンピュータ SERAC（Strong Earthquake Response 

Analysis Computer) は日本建築学会強震応答解析委員

会で計画され，日立製作所で設計製作が行われ，現物

が国立科学博物館の筑波資料庫に保存されている．三

浦氏は語る．

　「これは東京大学の武藤清教授の研究です．この中

で僕が出した知恵は，窓枠をどうやってシミュレーシ

ョンするか．ヒステリシスみたいな現象でそのシミュ
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レーションというのは，ものすごく知恵が要るのです

よ．それで苦労したということは僕自身記憶が残っ

ていますが，これでえらく喜ばれて．たぶんあれは 1

億何千万円ぐらいの注文です．航空宇宙研のシミュレ

ータが 5億何千万円です．そういう大きい注文をい

ただいた．当時のアナログコンピュータは，日立にず

いぶん注文が来ましたね．シミュレーションをみんな

必要としたのです．

　新しいコンセプトのものを普及させるには，いい言

葉を率先して使うとよいと思います．自律分散という

言葉は僕がつくった言葉です．ところが，あまりに立

派な名前だったのか，一般化してしまいました．その

特許を出させたのですが網の目の粗い特許になり，そ

のままでは特許としてあまり有効ではありませんでし

た．」

　

電力系統制御用ハイブリッド計算機
　三浦氏はハイブリッド計算機の研究を 1958 年頃に

始めた．日立製作所内では 1955 年頃からディジタル

コンピュータの研究が始まっていた．パラメトロンを

用いたディジタルコンピュータが三浦氏の隣の研究室

で研究されており，アナログとディジタルを組み合わ

せると，いろいろおもしろいことができるのではない

かと同氏は考えた．そのころ，日立は関西電力から電

力系統経済負荷配分装置を要求されていたが，アナロ

グの 1％の精度で計算するのでは要求を満たせなかっ

た．もし，それぞれの発電所の固有の数値的な扱いに

関してはディジタルを使い，そのほかをアナログの交

流計算盤で計算すれば，素晴らしい装置ができる可能

性があり，ハイブリッド計算機実現の必要性が生まれ

た．そこで日立のパラメトロンコンピュータ HIPAC 

103 を連結してハイブリッド計算機を実現し，高精度

演算に成功した．日本第 1 号で，電力系統制御では世

界第 1 号であった．これは日立にとっては大きな注文

に結びついた．それまでは，電力会社はすべて IBM

のコンピュータの時代であったが，この成功により日

立もディジタルコンピュータを電力会社に納められる

道が開け，関係者は喜んだという．当時の逸話を次の

ように三浦氏は述べている．

　「そのうちに，コンピュータをトランジスタ式にし

たほうがよいというわけで，それがHITAC 2010 です．

高橋茂さんと浦城恒雄さんが開発した歴史的なコンピ

ュータで，あれは 16 ビットコンピュータかな．とこ

ろが世の中がバイトコンピュータに変わり，急遽事業

部のほうが 2010 の開発を中止しました．だから，知

られざるコンピュータとして貴重なる 2010 でした．

　そのうち僕のやっていることがアメリカに聞こえ

たのですよ．カーチス・ライトという，DC7 を作っ

た飛行機会社がフライトシミュレータをつくりたい

図 -2　霞が関ビルの設計に使用されたアナログ計算機 SERAC（国立
科学博物館所蔵）

図 -3　ハイブリッド計算機にも使用された HITAC 2010
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と．それで『ハイブリッドのフライトシミュレータを

つくる気があったら，ぜひプロポーザルをつくってく

れ』という話が来たわけです．カーチス社の方針が変

わって採用にはならなかったのですが，この方式が並

列ハイブリッドコンピュータの開発につながりました．

その成果だけは当時 1963 年の Fall Joint Computer 

Conference（ラスベガス）で発表したのです．テーマ

はハイブリッドコンピテーションの関連です．そのと

きの司会が Korn，アナログコンピュータの開祖みた

いな先生で，討論にこの分野で有名な Karplus が出て

くれたりして，えらい発表になったのです．日本人で

コンピュータの領域でコンピュータという名がつく国

際会議 Joint Computer Conference でしゃべったのは

僕が第 1号です．」

　次に，三浦氏はハイブリッドコンピュータ HIDAS 

2000 を開発した．これはアナログコンピュータとデ

ィジタルコンピュータを完全に統合したもので，ディ

ジタルコンピュータを使っていた人にも使いやすいよ

うに配慮されていた．ディジタルコンピュータ用言

語に類似のハイブリッド用プログラミング言語を作

り，この言語でプログラムを書くと，アナコンの部分

も含めて使えるようになっている．三浦氏はこれら

のハイブリッド計算機の業績で紫綬褒章を受章した．

HIDAS2000 は東大，京大，北大の大型センターにも

納入された．

　

ハイブリッド計算機で漫画を作る
　三浦氏はハイブリッド計算機で漫画を作り，長谷川

町子と対談したこともあるという．

　「ハイブリッドがあれば何でもできるぞと威張って

いたら，中央研究所の所長が，『三浦はそんなに威張

っているんなら，漫画を描くのにハイブリッドは使え

るのか』ときたのですね．『それじゃ，やります』と言

ってやってみたのですよ．2つ成功例があって，1つ

はオバ Qです．あれはもともと丸い格好をしている

ので，リサジュー図形のように円を作りそれを変形さ

せて積み重ねていって，すべて円の集合で絵をかく

とオバＱはできます．その次に，2次元できれいな動

画を生成する方法を見つけ，1967 年の Spring Joint 

Computer Conference で発表したんです．そうした

ら，反響が大きくて，カナダ放送局の人が来てこまか

く聞かれました．1カ月後に，30 分くらいのちゃん

とできた動画を作って送ってくれました．あくまでも

2次元ですが．

　日本でも長谷川町子の漫画の動画をやれないかとい

うわけで，僕が手伝ったのです．それで少しできたの

ですよ．そうしたら長谷川町子さんが喜んで，一緒に

対談もしたりしました．それだけの特集号が『朝日新

聞』の 1967 年（昭和 42 年）の正月号に載りました．

　その次に，各種シミュレータ，シミュレーションへ

の応用ですが，大きなのは大阪万博エキスポ 71 のフ

ライトシミュレータです．日立館はエレベータで上が

っていって，乗ると同時に全員コックピットに入るの

ですよ．飛行機でパイロットとして運転できるのです

ね．そこにフライトシミュレータが入っているのです．

だから，それに乗って体も動かしてくれて飛行機に乗

ったような旅行ができるという提案をしたのです．そ

のほかに有名なのは PS1 シミュレータです．PS1 は荒

波の中でも着実に着水できる新明和がつくった日本で

唯一の飛行艇です．その飛行艇の訓練用の 3次元／ 6

次元のシミュレータです．」

茨城地区と神奈川地区共同で制御用コンピュー
タを開発
　当時，ディジタルのコントローラや制御に使うもの

は，全部日立製作所の茨城地区でつくられていた．コ

ンピュータ専門の日立の神奈川工場と共同設計するコ

ンピュータ・コントロール・プロジェクト（CCP）が

できて三浦氏はその研究班の班長を務めた．設計班長

は，当時は茨城にいた，後に日立で専務になったコン

ピュータの関係の藤木勝美氏だった．約 1 年間かか

って，1966 年から 67 年に汎用の制御用コンピュータ

HITAC 7250 ができ上がった．

　7250 を簡易化してミニコン型制御にしてできたの

が HIDIC である．販売台数は大型制御用の 7250 が

1965 年から 66 年にかけて 37 セット，HIDIC は全部

で 8373 セット．このためだけの工場として大みか工

場ができた．HIDIC は工業仕様による設計で，大き
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（左から時計回り）宇田　理，三浦武雄氏，旭　寛治，鵜飼直哉，発田　弘，山田昭彦

な電圧変動や高温度という悪い環境でも，ダウンしな

いようになっており，もう 1 つ，リアルタイム性を徹

底したことが大きな特徴であった．リアルタイムと工

業仕様という点が 1 つの哲学であり，三浦氏の誇りで

あった．

システム研究所の実現と自律分散システム
　次に，三浦氏は総合的なシステム技術が絶対に必要

かつ重要と考え，社長や営業のトップに直訴し，シス

テム技術本部をつくった．それと同時に，システムを

基本的に研究するためにシステム研究所の創設も提案

をし，1973 年に実現してその初代所長となった．

　ここでの大きな成果の 1 つに自律分散システ

ムがある．この方式による新幹線の計算機制御の

COMTRAC という列車制御システムは，三浦氏がコ

ーディネイトしたものの１つである．従来は制御を多

重化しても分担が決まっていたが，自律分散方式では

本当に大事な仕事は分担を決めない．一番重要な部分

がどこであるかを全体に知らせるようにしておき，こ

の部分はいま正常であるとか，ここが壊れたという情

報が伝わるようにしている．このような方式をとると

非常にはやくシステムの修復ができる．三浦氏は，こ

ういう制御方式は当然考えられるはずだから特許を出

しておくようにと若い技術者に指示し，自律分散方式

の開発を始めた．将来性があると思われたので，同氏

は自律分散ということを色々なところで PR した．自

律分散は研究所の大きな成果であるという．

　しかし，ソフトウェアの重要性ということを強く言

ってもだれにも理解してもらえず，システム研究所が

できても新人がなかなかもらえなかった．そこで三浦

氏はシステムソフト強化要員という制度をつくり，各

事業所から新入社員を強化要員という格好で，システ

ム研究所に人を派遣してもらい，一緒に教育した．こ

の制度は結構効果があり，戻った事業所でその人たち

が活躍した．そのほか，ソフトが重要だということか

ら，年末にソフトの奨励賞を出す制度をつくった．

海軍兵学校の五省と日立精神

　海軍兵学校時代の五省などの精神的教育のバックグ

ラウンドが，三浦氏には大きく影響していると以下の

ように語っている．

　「精神面では非常に僕は恵まれたのですね．当時の

海軍兵学校というのは，極端なことを言うと一番難し

い学校だったのです．もう旧制高等学校の人でも転校

してきた人もいて，大変厳しい中で通ったのです．念

願の兵学校に入校できて，私の性格，生き方は大きく

変わった．事実変わりましたよ．
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　まず，入校したときの校長の

訓辞．井上成美という有名な校

長ですよ．入校式のときに，『貴

様たちは本日から光栄ある戦闘

配置についた』という祝詞があり

まして，『貴様たちの戦闘はまず

学ぶことだ．学ばんと欲するが

ゆえに教えを請う．そういう姿

勢が大事だ』と．海軍は上級生と

一緒に生活するのですよ．日常

生活が非常に厳しかったわけで

すが，徹底してそこについてい

た教官，分隊幹事がおやじのよ

うな非常に強い立派な指導をしてくれまして，1日の

生活が終わると，必ず『自習やめよ，5分前』と合図が

あり，1日の反省をするのです．これが五省というふ

うに言われるもので，非常に私の人生をコントロール

していた感じがしたのです．

　結局，江田島で習得したことというのは五省の実践

ですね．合理的な思考，それから組織の中の個人の責

任．組織の中における人の育成を教えられました．五

省というのは，まず 1つは，『至誠に悖
もと

るなかりしか』．

誠ですね．僕はこれ大好きな言葉です．『言行に恥づ

るなかりしか』．『気力に欠くるなかりしか』．それか

ら，『努力に憾
うら

みなかりしか』．これは人にまさる努力

をしているかということです．『不精に亘
わた

るなかりし

か』．基本を考えてちゃんとできているのか，という

のが 5つの反省点でした．

　片や，日立に入ったら，日立創業の理念というのが

ありまして，1つが，誠です．これは至誠と同じです．

小平浪平さんが創業したのですが，この方が言ってい

る言葉に，正直者たれと．それからもう 1つは，『和』

です．これは『和をもって尊とし』です．困ったときに

一番力になるのは和だよと．肉でもあり血でもあるの

だ．その次は『開拓者精神』です．『日本人を深く愛し，

日本人の力量を高く評価し探索する，日本人は技術に

よって自主独立せよ』という，この 3つです．この 3

つが日立精神です．

　この 3つと，さっきの五省の精神は共通している

でしょう．だから，これが僕の信条になりました．だ

から，何でも頑張ってやろうというのは，『気力に欠

くるなかりしか』ですな．大好きな言葉ですね．至誠

と気力というのは，一番僕の大好きな言葉です．

　最後に，21 世紀は変化の時代です．この中で光と

影を考え変えるべきものは変え，正道の徹底と基本理

念の遵守という変えてはならないものを守り，仁徳あ

る経営をするということこそ大切だと思います．」

（編集担当：山田昭彦）
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